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岐阜県中小企業団体中央会レディースクラブ創立総会　 （記事 5頁）
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昨
年
末
の
中
小
企
業
国
会

に
お
い
て
、「
新
中
小
企
業
基

本
法
」が
制
定
さ
れ
、戦
後
五

十
年
間
わ
が
国
の
中
小
企
業

の
政
策
理
念
は
、「
格
差
の
是

正
」を
中
心
に
置
い
て
き
た
。

こ
れ
を「
多
様
で
活
力
あ
る
独
立
し
た
中
小
企
業
の
育

成
・
発
展
」を
新
た
な
政
策
理
念
と
す
べ
き
で
あ
る
と
さ

れ
た
。

　

こ
の
基
本
理
念
の
も
と
二
十
一

世
紀
を
目
前
に
控
え
中
小
企
業
は

大
き
く
飛
躍
す
る
時
を
迎
え
て
い

る
。

　

最
近
の
新
規
開
業
率
は
、三
・
七

％
と
廃
業
率
三
・
八
％
を
下
回
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、失
業
率
が
四
・
五
％
の
現
状
に
お
い
て
、特
に
、

開
業
率
の
低
下
は
、新
た
な
発
想
や
新
た
な
企
業
経
営
ス

タ
イ
ル
を
持
っ
て
市
場
に
新
規
参
入
す
る
企
業
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
の
活
力
や
、新
規
創
業
企
業
が
そ

の
相
当
部
分
を
担
っ
て
い
る
雇
用
の
創
出
な
ど
、経
済
の

新
陳
代
謝
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、中
小
企
業
が
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
躍
進
出

来
る
基
礎
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、国
で
は
、

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、支
援
策
も
必
要
で
あ
る
が
同
業
他
社
と
の
競

争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、今
こ
そ
企
業
自
ら
が
進
む
べ

き
道
を
自
ら
考
え
新
た
な
製
品
を
開
発
す
る
気
概
と
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な
い
。

　

わ
が
国
を
取
り
巻
く
経
済
的
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
今
日
、中
小
企
業
も
こ
の
大
き
な
環
境
変
化
を
的

確
に
捉
え
対
応
し
な
け
れ
ば
二
十
一
世
紀
の
競
争
に
打

ち
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

二
十
一
世
紀
に
飛
躍
す
る
た
め
に
も
、新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
発
揮
し
て
、活
路
を
開

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
平

成
十
二
年
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

従
来
の
組
合
設
立
・
管
理
・
運
営
指

導
に
加
え
①
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
・
V
R
テ
ク
ノ
ジ
ャ
パ
ン
事
業
へ

の
積
極
的
参
加
と
海
外
連
携
事
業
の
推
進（
海
外
直
結
戦

略
）②「
I
T
技
術
者
」の
育
成
等
I
T
革
命
の
取
り
組
み

③
企
業
内
の
情
報
化
、海
外
連
携
な
ど
の
構
造
改
革
に
よ

り
生
み
出
し
た
余
剰
人
員
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
へ
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
推
進
④
新
事
業
、ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
設
立
・
育
成
を
総
合
的
に
支
援
す

る「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
」へ
の
参
画
、多
角
的
連
携

の
取
り
組
み
、以
上
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

　
　
　
　

を
発
揮

　

世
紀
へ
の
飛
躍
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そ
う
い
う
こ
と
を
一
切
抜
き
に
し

た
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

も
の
を
通
産
省
は
実
施
し
て
い
る
。

現
在
は
、
人
材
不
足
に
汲
々
と
し
て

い
る
が
、
本
当
に
実
利
が
あ
る
も
の

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｐ
運
動
を
中
心
に
し
て
Ｉ

Ｔ
革
命
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

　

海
外
連
携
活
動
と
Ｓ
Ｓ
Ｐ
運
動
・

Ｉ
Ｔ
革
命
を
通
じ
て
、
中
小
企
業
自

身
が
構
造
改
革
・
情
報
化
な
ど
を
す

す
め
、
す
べ
て
が
政
府
責
任
だ
と
い

う
考
え
を
修
正
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
提
案
し
た
い
。

　

企
業
は
困
れ
ば
困
る
ほ
ど
い
い

知
恵
が
で
る
。
そ
れ
を
政
府
は
、
困

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
新
し
い

政
策
を
打
ち
出
す
が
、
は
た
し
て
中

小
企
業
に
は
本
当
に
良
い
こ
と
な

の
か
。
困
っ
て
知
恵
を
出
す
チ
ャ
ン

ス
を
つ
ぶ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

財
政
で
景
気
浮
揚
策
を
行
う
の

は
限
界
が
き
た
。中
小
企
業
国
会
で
、

中
小
企
業
の
範
囲
が
広
く
な
っ
た
。

今
ま
で
も
中
小
企
業
の
数
は
多
か
っ

た
が
、九
九
・
七
％
い
う
数
字
に
な
っ

た
。
こ
の
経
済
の
困
難
な
状
況
を
打

開
す
る
の
は
、（
財
政
が
限
界
に
き
て

い
る
と
す
る
と
）、
中
小
企
業
自
身
が

経
済
・
構
造
改
革
、
情
報
化
投
資
な

ど
を
進
め
て
、
自
分
（
中
小
企
業
）
自

身
を
変
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済

に
貢
献
し
て
行
く
し
か
な
い
年
で
あ

る
。

　

中
小
企
業
が
日
本
経
済
を
立
て

直
す
意
気
込
み
を
持
つ
年
で
は
な
い

か
と
思
う
。

  
そ
の
た
め
に
、
一
番
必
要
な
こ
と
は

次
の
三
つ
で
あ
る
。

　

通
産
省
が
六
億
円
の
資
金
を

使
っ
て
「
Ｓ
Ｓ
Ｐ
運
動
」
を
展
開
し

て
い
る
。

　

従
来
行
っ
て
き
た
、
F
A
X
・
パ

ソ
コ
ン
・
コ
ピ
ー
を
買
っ
た
と
い
う

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ー
ン
型
の
情
報
化

を
見
直
し
、
四
十
歳
・
五
十
歳
代
の

仕
事
に
精
通
し
て
い
る
人
た
ち
の

知
恵
を
ソ
フ
ト
化
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

し
て
、
本
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使

い
方
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

肝
心
な
事
業
に
精
通
し
て
い
る
人

の
「
宝
の
知
恵
」
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の

助
成
金
は
全
国
で
押
す
な
押
す
な

の
人
気
で
あ
る
。

　

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
央
会
は
『
協
力
す
る
中
央
会
か
ら
提
案

す
る
中
央
会
』
へ
と
、
転
換
す
る
た
め
昨
年
の
多
く
の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
年
末
・
年

始
の
Ｙ
２
Ｋ
問
題
は
大
き
な
問
題
も
な
く
無
事
に
す
ぎ
ま
し
た
。
年
頭
に
あ
た
り
、
辻
会
長
に
「
今
後
の
中
小
企
業
・

組
合
が
取
り
組
む
課
題
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

識
に
境
界
・
国
境
が
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
中
小
企
業

も
、
自
ら
知
恵
を
出
し
て
実
行
す
る

単
独
航
海
方
式
で
国
際
社
会
の
荒

波
を
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
で
あ
る
。

　

中
央
会
と
し
て
も
、
県
や
ソ
フ
ト

ピ
ア
の
事
業
に
参
加
す
る
と
と
も

に
海
外
連
携
を
深
め
る
た
め
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
視
察
団
を
派
遣
し
た
い
。

  
ま
た
、
岐
阜
県
が
行
っ
て
い
る

ユ
ー
ロ
岐
阜
な
ど
を
活
用
。
平
成
十

二
年
十
月
ご
ろ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
五
十
人
ほ
ど
の
中
小
企
業
経
営

者
が
来
日
し
、
岐
阜
で
懇
談
会
を
行

う
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
中

央
会
の
会
員
や
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
さ
せ
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

今
ま
で
、
な
ぜ
行
わ
な
か
っ
た
か

と
い
う
と
、
本
当
に
利
益
に
繋
が
っ

て
い
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か

も
、
稟
議
書
が
回
っ
て
も
、
何
百
万
、

何
千
万
円
と
か
か
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
わ
か
ら
な
い
な
い
こ
と
に
判

を
押
し
て
い
た
と
い
う
経
営
者
の

不
満
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
を
、
公
平
・
中
立
な
人
材
を

供
給
す
る
こ
と
で
、
相
談
相
手
に
乗

り
ま
し
ょ
う
と
。
そ
れ
を
や
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
取
引
先
を
変

え
ろ
と
か
、
何
々
を
買
え
と
か
い
う

と
、
我
々
の
業
界
も
大
反
対
を
す
る
。

　

海
外
と
国
内
の
差
が
、
あ
ま
り
に

も
落
差
が
あ
る
。
欧
米
の
中
小
企
業

と
比
べ
る
と
一
番
違
う
と
こ
ろ
は
、

ア
メ
リ
カ
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、

多
く
の
国
で
商
売
を
し
、
彼
ら
の
意

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
は
大
い
に
賛
成
で

あ
る
。

　

し
か
し
現
在
、
納
税
し
て
い
る
企

業
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
に
乗
り
出

さ
な
い
手
は
な
い
。
中
央
会
と
し
て

は
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
提
言
し

て
い
る
。

  
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
行
う
に
は
、

新
た
に
人
を
雇
う
の
で
は
な
く
、
企

業
内
の
情
報
化
、
海
外
連
携
な
ど
の

構
造
改
革
を
行
い
、
人
を
生
み
出
す

こ
と
。
今
ま
で
十
人
で
行
っ
て
き
た

こ
と
を
九
人
で
行
い
余
剰
に
な
っ

た
、
そ
の
一
人
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業

へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
自
立
型
企
業
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。

海
外

　

直
結
戦
略

企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー

Ｉ
Ｔ（
情
報

技
術
）革
命

中
小
企
業
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

自
分
自
身
を
変
革
す
る
年
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レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
創
立
総
会

中
央
会
・
理
事
会

知
事
と
役
員
と
の
懇
談
会

　

中
央
会
・
理
事
会
で
は
、
九
議
案

を
審
議
し
た
。　

議
題
は
、
①
新
規

加
入
組
合
の
承
認
②
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
西
暦
二
〇
〇
〇
年
対
応
③
平
成

十
一
年
度
収
支
補
正
予
算
④
平
成

十
二
年
度
予
算
要
求
概
要
⑤
中
央

会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
発
足
⑥
中

小
企
業
基
本
等
の
改
正
⑦
中
小
企

業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
の

報
告
⑧
中
央
会
下
半
期
行
事
日
程

⑨
知
事
懇
談
会
の
内
容
等
に
つ
い

て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
役
員
の
情
報
交
換

会
を
行
い
、
業
界
の
現
状
説
明
を

行
っ
た
。

　

平
成
十
一
年
度
収
支
補
正
予
算

で
は
、
当
初
予
算
額
よ
り
二
千
八
万

二
千
円
を
増
額
し
、
三
億
七
千
二
十

二
万
円
の
予
算
額
と
な
っ
た
。

　

新
規
加
入
会
員
は
十
三
会
員
で
、

総
会
員
数
は
九
百
三
十
二
会
員
と

な
っ
た
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、
十
二
月
十
五
日
に
『
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
創

立
総
会
』
を
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
は
、
団
体
会
員
八
団
体
、
個
人
会
員
二
十
三

会
員
で
創
立
さ
れ
、
総
会
で
は
会
則
、
事
業
計
画
、
収
支
予
算
、
会
費
額
、
役
員
選
任
な
ど
六
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
『
中
央
会
・
理
事
会
』『
岐
阜
県
知
事
と
役
員
と
の
懇
談
会
』
も
開
催
し
た
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
は
、
中
小
企
業
組

織
活
動
の
展
開
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
女
性
の
持
つ
斬
新
な
英
知
と
豊

か
な
感
性
、
そ
し
て
パ
ワ
ー
を
注
入

し
、
会
員
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
し
た
。

　

事
業
の
実
施
計
画
は
次
の
と
お
り
。

　

一
、
Ｉ
Ｔ
研
究
会
事
業
＝
情
報
化

先
端
技
術
を
取
り
入
れ
て
成
功
を
お

さ
め
て
い
る
企
業
を
視
察
及
び
今
後

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
生
か
す
情

報
通
信
技
術
に
つ
い
て
の
研
究
。

　

二
、
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
推

進
事
業
＝
レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
事
業
な
ど
。

　

三
、
交
流
促
進
事
業
＝
レ
デ
ィ
ー

ス
中
央
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
。

　

四
、
福
利
厚
生
事
業

　

ま
た
、
役
員
等
は
次
の
方
々
が
選
任

さ
れ
た
。

　

▽
顧
問
＝
野
田
聖
子
（
衆
議
院
議

員
・
前
郵
政
大
臣
）

　

▽
会
長
＝
加
藤
智
子

　

▽
副
会
長
＝
玉
井
博
祀
、
高
井
美

智
子
、
谷
田
育
子
、
木
田
雅
子
、
島
朋

美
　

▽
理
事
＝
山
田
祥
永
、
森
内
幸
、
中

島
邦
子
、松
原
紀
子
、高
田
寿
美
子

　

▽
監
事
＝
久
保
田
美
郷
、
加
藤
久

子

補
正
予
算
な
ど
審
議

中
央
会
・
理
事
会

中
央
会
の
更
な
る
飛
躍
を

梶
原
知
事
と
役
員
と
の
懇
談
会

　

岐
阜
県
知
事
と
役
員
と
の
懇
談

会
は
、
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
を
は
じ

め
、
新
家
武
彦
県
農
林
商
工
部
商
工

局
長
ら
県
商
工
局
の
関
係
各
課
長
、

中
央
会
の
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
・

中
央
会
役
員
・
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

正
副
会
長
ら
五
十
六
人
が
出
席
し

た
。

　

梶
原
知
事
は
「
首
都
機
能
移
転
の

候
補
地
に
岐
阜
が
残
っ
た
。
平
成
十

二
年
か
ら
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
話
題

と
な
る
よ
う
岐
阜
県
の
Ｐ
Ｒ
、
首
都

機
能
移
転
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
平
成
十
二
年
の
一
年

間
は
、
ウ
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ
を
展
開

21

し
千
四
百
の
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
各

地
で
行
い
、
岐
阜
県
に
と
っ
て
は
勝

負
の
節
目
と
な
り
ま
す
」ま
た
、「
中

央
会
も
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
設

立
し
、
女
性
の
力
を
活
用
し
、
更
な

る
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
は
、
梶
原
知
事
、
新
家
局
長

を
囲
ん
で
、
懇
談
し
た
。

女
性
の
英
知
・
感
性
を

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
設
立
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

シンセン市で中国初のハイテク見本市

ハイテク交易会
　交易会には、中国内から 31 の省・市・自治区・
直轄市と大連・廈門など 5つの計画単列都市が
参加し、国外からは米国、ドイツ、日本、韓国、シ
ンガポールなど 27 の国と地域の企業・団体が出
展し、展示企業・機関の総数は 2,856 に達した。
　同交易会は、中国国内の有力情報技術（IT）企
業が一堂に会することもあり多くの注目を集め、
初日の入場者数は 10 万人を突破するなど最終
日まで会場は活況を呈した。
　主催者側の統計によると、会期中の成約プロ
ジェクト数は 1,459 件、成約総額は約 65 億米ド
ルに達し、うちハイテクプロジェクトは1,030件
で、42 億 7,800 万米ドル、全体の 65.9％を占めた。
そのほかの成約プロジェクトは 429 件で、22 億
1,600 万米ドルだった。
　成約プロジェクトのうち、外資による投資事
業が198件、成約額は18億2,900万米ドルに達し、
それぞれ全体の 19.22％、28.16％を占めた。また
成約額のうち、輸出は 7億 7,900 万米ドル、輸入
は 10 億 5,500 万米ドル。輸出入成約総額のうち、
ハイテクとその製品の輸出額は 6億 9,200 万米
ドル、輸入は 10 億 4 千万米ドルに達した。
　深セン市の李子彬市町は閉幕式で「今回のハ
イテク交易会は大きな成果を獲得した」と述べ
たが、数字に表れた成果からも今回の交易会は
成功であったと思われる。

多い中国参加企業
　10 月 7 日昼頃に会場を視察した。会場は深セ
ン市羅湖駅からタクシーで 25 分程度の距離に
位置し、付近にテーマパークが並ぶ美観地域に
ある。交易会場は 3つのホールからなる巨大コ
ンベンション施設で、ホールA、B、Cに分かれ、
それぞれ 11,000�、10,000�、2,200�の面積を有
する巨大展覧会場である。
　会場内の出展ブースを占めていたのはほとん
ど中国国内企業であった。ホールAには、マイク
ロソフト、AMD、IBM、パナソニック、富士通、エ

プソン、サンヨーなどの多
国籍企業の出展ブースが
あり注目を集めていたが、半
導体やコンピュータソフト
ウェアなどの分野で世界的に有名ないくつかの
企業のブースが存在しなかった。「国際ハイテ
ク」というには、知名度の高い企業の参加数とい
う点では今一歩であったともいえるが、逆に言
えばそれだけハイテク分野の中国企業が多く
なってきているという事実を実感することがで
きた。

進むハイテク技術
　出展企業の分野については、コンピュータや
家電関連のみでなく、医療、農業など多岐にわ
たっていた。様々な分野で中国企業の技術レベ
ルの底上げが進んでいることが感じられた。
　会場内は人で溢れ変えるほど盛況であったが、
およそバイヤーとは無関係の子供の姿を見かけ
たり、会場内で写真撮影する人がいるなど、来場
者が見本市に慣れていない側面も見受けられた。
また、視察したのが会期の中日だったことも
あってか外国人バイヤーの姿も少なかった。
　このハイテク見本市は来年以降も毎年深セン
市で開催されることが決まっている。中国企業
のレベルも年々向上しており、中国国内でのハ
イテク分野での合弁先を探すための見本市の一
つとして今後の活用が期待できると思われた。

岐阜県香港駐在員

野原 英一

　中国で初めて行われるハイテク関連の国際レベル見本市として「第 1回
中国国際高科技（ハイテク）成果交易会」が、10 月 5 日から 10 月 10 日ま
で広東省深セン市で開催された。同交易会を視察する機会を得たので概要
について報告する。

ハ
イ
テ
ク
見
本
市
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県内中小企業主要業種の景気動向
（12月調査、11月実績）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

で
あ
る
。

　

業
種
別
で
は
、住

宅
建
築
関
係
の
堅
調
、

公
共
工
事
の
進
捗
に

よ
る
売
上
増
が
見
ら

れ
る
が
、小
売
等
の

流
通
・
消
費
物
資
関

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲△△プ ラ ス チ ッ ク
→△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△△窯 業 原 料
→△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲△△石　 　 灰
→△△△△生　 コ　 ン
→△△△○砂 利 生 産
→▲▲▲▲砕 石 生 産
→△△△△鋳　 　 物
→▲▲△△刃物等金属製品 （輸出） 
→△▲○○刃物等金属製品 （内需） 
→△△○○メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属

→▲△△○金　 　 型
→△△△△機械工具・工作機械
→△△△△電 気 機 械 器 具
→▲▲▲○輸 送 機 器
→△○○○各種物産品（観　 光）
→▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→▲▲▲▲青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→△▲△△家 電 機 器 販 売
→△△○○メ ガ ネ 販 売
－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種
→△▲△△味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△豆 腐 製 造
→▲▲△△食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△菓　 　 子
→△○○○米　 　 菓
→▲▲○○酒　 　 造
→△▲○○米　 　 穀
→▲▲▲▲ね　 ん　 糸
→△△▲△織 物 染 色
→△△△△ニ ッ ト 工 業
→▲▲▲▲毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△○▲靴　 　 下
→▲△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→△△△△婦 人 ・ 子 供 服
→△△△△縫　 　 製
→△△▲○製　 　 材
→△△△△銘　 　 木
→△△△△集　 成　 材
→△△○○家 具 （ 美 濃 ）
→△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→△△△▲特　 殊　 紙
→△△△△紙　 加　 工
→△△△○印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→△△△△共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲△△▲大 垣 市 商 店 街
→△△▲△多 治 見 市 商 店 街
→▲▲△△恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△△△車 体 整 備
－－－－－タ イ ヤ 整 備
→△△△○長 良 川 畔 旅 館
→△△○○下 呂 温 泉 旅 館
→▲▲▲▲高 山 旅 館
→△△▲▲ク リ ー ニ ン グ
→△△△△広 告 美 術

→○△○○情 報 サ ー ビ ス 業

→△△○△映 像 制 作
→△▲△△飲　 食　 業
→△△▲○土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△○木 造 建 築
→▲▲△△鋼 構 造 物
－－－－－電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△△△建 築 板 金
→△△△△建　 　 具

→△▲○○産 直 住 宅
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△△貨 物 運 送 （ 県 域 ）

底
を
探
る
景
況
続
く

消
費
低
迷
が
強
ま
る
見
通
し
11月景況調査

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
十
一
月
の
特
色
』と『
二
月

ま
で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
一
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
感
停
滞
②
消
費
関

連
の
冷
え
込
み
続
く
③
収
益
状
況
、資
金
繰

り
の
悪
化
が
強
ま
る
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、前
月
比
横

這
い
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

23

景
況
が
調
整
局
面
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

当
月
は
、前
月
比
売
上
の
増
加
傾
向
は
大

き
く
後
退
し
た
が
、景
況
感
は
横
這
い
状
況

係
は
前
月
比
売
上
減
で
業
況
悪
化
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
般
的
に
、需
要
不
足
、低
価
格
、過
当
競
争
が

続
い
て
お
り
、前
月
ま
で
改
善
傾
向
で
あ
っ
た
収
益

状
況
が
再
び
悪
化
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
〔
二
月
ま
で
の
見
通
し
〕二
月
ま
で
の
景
気
動
向

予
想
は
、Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月

23

実
績
と
同
数
値
の
横
這
い
予
想
。堅
調
な
住
宅
建

築
関
係
の
伸
び
が
止
ま
る
と
の
予
想
と
、消
費
需

要
関
連
の
低
迷
が
強
ま
る
予
想
で
、明
る
い
材
料
が

見
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

�
…
女
性
部
及
び
女
性
経
営
者
支
援
懇
談
会：
｝二
会
場
と
も
午
後
1
時　

分
よ
り

30

東
濃
会
場  
2
月　

日（
水
）・
ど
ん
ぶ
り
会
館

23

岐
阜
会
場  
2
月　

日（
木
）・
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

24
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岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

連
合
会
（
宮
地
吾
郎
理
事
長
）
傘
下

の
十
五
組
合
が
、
一
月
七
日
〜
十
四

日
ま
で
、
多
治
見
市
・
土
岐
市
・
瑞

浪
市
の
各
会
場
で
恒
例
の
『
新
春
見

本
市
』
を
開
催
し
た
。

　

見
本
市
は
各
組
合
と
も
二
日
間

開
催
し
、
所
属
組
合
員
が
和
・
洋
食

器
、
花
器
、
茶
器
な
ど
の
新
作
を
展

示
し
、
商
社
や
卸
売
業
者
な
ど
に
披

露
し
、
美
濃
焼
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、

商
談
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
。

　

七
日
か
ら
は
、
駄
知
、
土
岐
津
西

部
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
、
瑞
浪
が
瑞

浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
恵
那
が

瑞
浪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
八
・
九
日
と
十
一
日
・
十
二
日

は
、
伝
産
が
美
濃
焼
伝
統
産
業
会

館
・
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
催
。
十

一
日
か
ら
は
肥
田
、
泉
陶
が
セ
ラ
ト

ピ
ア
土
岐
で
開
催
。
十
二
日
か
ら
は
、

笠
原
、
滝
呂
、
市
之
倉
、
高
田
、
多

治
見
が
多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン

タ
ー
で
五
組
合
合
同
開
催
。
十
三
日

か
ら
は
、
土
岐
津
、
下
石
、
妻
木
が

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
催
し
た
。

　

展
示
品
は
、
各
組
合
員
企
業
が
研

究
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を

展
示
、
差
別
化
に
力
を
注
ぎ
、
個
性

的
な
意
匠
・
色
使
い
な
ど
が
見
ら
れ
、

技
術
力
と
企
画
力
を
卸
業
者
に
Ｐ

Ｒ
し
、
各
会
場
の
各
所
で
商
談
が
行

わ
れ
た
。

　

中
央
会
と
岐
阜
県
建
設
関
連
業

団
体
部
会
は
、
十
一
月
二
十
六
日
に

開
催
し
た
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
要

望
、
十
二
月
十
三
日
に
県
の
関
係
部

局
へ
陳
情
し
た
。

　

陳
情
は
、
本
部
会
顧
問
の
猫
田

孝
・
中
村
慈
県
議
の
先
導
で
、
戸
島

一
博
部
会
長
ら
十
一
人
と
森
本
専

務
理
事
が
行
っ
た
。陳
情
先
は
、
教
育

委
員
会
の
日
比
治
男
教
育
長
、
基
盤

整
備
部
の
小
島
秀
俊
参
与
兼
建
設

管
理
局
長
、
経
営
管
理
部
の
高
橋
新

蔵
部
長
へ
陳
情
書
を
手
渡
し
た
。
県

の
各
対
応
者
も
部
局
に
関
係
の
あ
る

陳
情
内
容
に
つ
い
て
は「
実
現
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
」と
回
答
が
あ
っ
た
。

岐
陶
工
連
の
十
五
組
合
が
各
会
場
で
開
催
し
た
新
春
見
本
市

ぎ
ふ
企
業
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
〇
の
ご
案
内

　

長
良
川
国
際
会
議
場
が
主
催
す

る
『
ぎ
ふ
企
業
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
〇
』
が
二
月
九

日
、
長
良
川
国
際
会
議
場
で
開
催
さ

県
関
係
部
局
へ
陳
情

県
建
設
関
連
業
団
体
部
会

れ
る
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
企
業
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
元

企
業
団
体
関
係
者
を
対
象
に
、
企
業

等
の
開
催
す
る
記
念
式
典
、
社
員
研

修
、
販
売
促
進
会
議
な
ど
を
企
業
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
位
置
づ
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
喚
起
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

事
業
内
容
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

講
演
と
し
て
、「
人
が
集
え
ば
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
〜
会
議
も
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
も
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
際

観
光
振
興
会
の
佐
藤
哲
哉
海
外
誘

致
部
長
が
講
演
。
メ
イ
ン
ト
ー
ク
は
、

「
企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
高
山
ラ

ン
ド
の
中
田
金
太
社
長
と
月
刊
・
岐

阜
人
の
三
田
村
圭
造
編
集
長
が

ト
ー
ク
を
行
う
ほ
か
、
国
際
会
議
場

の
施
設
説
明
が
行
わ
れ
る
。

　

参
加
希
望
者
は
、
長
良
川
国
際
会

議
場
・
企
画
業
務
課
（
電
話
〇
五
八

―
二
九
六
―
一
二
〇
〇
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇

五
八
―
二
九
六
―
一
二
一
〇
）
ま
で
。

県
関
係
部
局
へ
の
陳
情

美
濃
焼
の
新
春
見
本
市

　

組
合
が
相
次
ぎ
新
作
を
展
示

15
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『
ウ
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ
』
は
、　

世
紀

21

21

を
明
る
く
展
望
す
る
た
め「
ふ
る
さ
と

ぎ
ふ　

回
顧
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
二

百
十
万
県
民
、
九
十
九
市
町
村
、
県

が
一
緒
に
な
っ
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。二
〇
〇
〇
年
に
は
、
一
年
を
通

じ
て
、
一
四
〇
〇
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
集
積
し
、
全
県
を
舞
台
に
展
開
し

ま
す
。

　
　

世
紀
型
の
新
し
い
形
の
イ
ベ
ン
ト

21
開
催
を
め
ざ
し
、
五
つ
の「
シ
ン
ボ
ル
イ

ベ
ン
ト
」
を
含
む
県
イ
ベ
ン
ト
と
各
圏

域
・
市
町
村
が
自
主
自
立
の
熱
意
で

開
催
す
る
五
圏
域
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

◎
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
＝
岐
阜
市
の

世
界
イ
ベ
ン
ト
村
ぎ
ふ
（
Ｗ
Ｅ
Ｃ
）
を

中
心
に
、地
球
家
族
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

次
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
（
一
月

〜
二
月
）
▽
子
ど
も
未
来
博
2
0
0

0
（
七
月
二
十
九
日
〜
八
月
二
十
七

日
）▽
ハ
ロ
ー
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ロ
ー　

・
イ

21

ン
ぎ
ふ
（
八
月
二
十
六
日
・
二
十
七

日
）＆
Ｗ
Ｅ
Ｃ
ス
ー
パ
ー
ウ
ィ
ー
ク（
八

月
）
▽
G
I
F
U
ス
ト
リ
ー
ト
・
カ
ー

ニ
バ
ル
2
0
0
0
（
九
月
二
十
三
日

〜
十
月
二
十
二
日
）
▽
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト（
十
二
月
）

　

◎
五
圏
域
イ
ベ
ン
ト
＝
岐
阜
・
西

濃
・
中
濃
・
東
濃
・
飛
騨
の
五
つ
の
圏

域
で
、
圏
域
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
約
一

千
七
十
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
岐
阜
圏
域
＝
テ
ー
マ「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
文
化
〜
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
地
域
創
造

〜
」一
八
一
イ
ベ
ン
ト
。　

　

◆
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ー

ク
2
0
0
0
（
仮
称
）（
十
月
八
日
・

九
日
、岐
阜
市
中
心
市
街
地
）

　

▽
西
濃
圏
域
＝
テ
ー
マ「
歴
史
と
の

出
逢
い　

東
西
の
出
逢
い
」
二
一
二

イ
ベ
ン
ト
。

　

牧
野
隆
守
労
働
大
臣
よ
り
、
雇
用

に
関
す
る
新
規
学
卒
者
の
採
用
枠

の
拡
大
に
つ
き
全
国
中
央
会
に
対

し
協
力
要
請
が
あ
り
、
全
国
中
央
会

か
ら
岐
阜
県
中
央
会
の
会
員
等
に

対
し
周
知
及
び
積
極
的
な
働
き
か

け
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

要
請
の
趣
旨
は
、
大
学
、
高
校
の

就
職
内
定
率
が
過
去
最
低
を
記
録

し
て
い
る
こ
と
、
特
に
高
校
に
つ
い

て
は
九
月
末
現
在
の
内
定
者
が
五

人
に
二
人
と
い
う
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
層
の
採

用
枠
の
拡
大
を
し
て
も
ら
い
た
い

こ
と
、
ま
た
、
未
就
職
の
既
卒
者
に

対
し
て
も
、
新
卒
者
同
様
十
分
な
就

職
の
機
会
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

　

つ
い
て
は
、
要
請
の
趣
旨
を
貴
組

合
の
傘
下
会
員
企
業
等
に
対
し
周

知
す
る
依
頼
が
あ
り
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
も
、
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
エ
ル
カ
ム　

ぎ
ふ

21
ふ
る
さ
と
ぎ
ふ
回
顧
と
展
望

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
実
践
セ
ミ
ナ
ー

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ぎ
ふ

in

新
卒
者
の
採
用
拡
大

労
働
大
臣
に
よ
る
緊
急
要
請

　

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進

協
議
会
及
び
日
本
商
工
会
議
所
・
全

国
商
工
会
連
合
会
、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
等
が
共
催
す
る
『
タ
ウ

ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
実
践
セ
ミ

ナ
ー
』
が
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

四
日
（
二
泊
三
日
）、
愛
知
県
労
働

者
研
修
セ
ン
タ
ー
（
瀬
戸
市
）
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

内
容
は
、「
中
心
市
街
地
活
性
化

の
施
策
」「
事
例
研
究
発
表
」「
現
地

視
察
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

参
加
費
は
四
万
七
千
円
（
内
、
宿

泊
費
・
食
事
一
万
七
千
円
）。

　

申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は
、
タ

　

岐
阜
県
は
、
県
外
大
学
に
在
学
す

る
岐
阜
県
出
身
者
の
大
学
三
年
生
、

短
大
一
年
生
等
を
対
象
に
、
岐
阜
県

へ
の
定
着
及
び
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を

対
象
に
『
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム　
in

ぎ
ふ
』
を
二
月
十
八
日
、
県
民
文
化

ホ
ー
ル
未
来
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
第
一
部
「
岐
阜
県
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、
第
二
部
は
基
調

講
演
「
就
職
と
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
」、「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
行
い
、
実
践
的
就
職
活

動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
講
演
な
ど
を
通

じ
伝
授
し
ま
す
。

ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
協
議

会
（
電
話
〇
三
―
五
二
八
三
―
三
二

〇
一
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
五
二
八
三
―

三
二
〇
二
）
ま
で
。

　

◆
関
ヶ
原
合
戦
四
百
年
祭
（
十
月

七
日
〜
十
五
日
、
大
垣
市
・
関
ヶ
原

町
・
垂
井
町
・
上
石
津
町
・
墨
俣
町
）

　

◆
テ
レ
ビ
特
別
番
組
「
天
下
分
け

目
の
関
ヶ
原
」制
作
・
放
映

　

◆
「
決
戦
関
ヶ
原
」
大
垣
博
（
三
月

二
十
五
日
〜
十
月
九
日
）

　

▽
中
濃
圏
域
＝
テ
ー
マ
「
公
園
文

化
」二
四
一
イ
ベ
ン
ト
。

　

◆
森
の
公
園
「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク

中
濃
」（
五
月
三
日
・
四
日
、　

世
紀

21

の
森
の
公
園
・
板
取
村
）　

　

◆
水
の
公
園
「
ア
ク
ア
パ
ー
ク
郡

上
」（
八
月
五
日
・
六
日
、
日
本
真
ん

真
ん
中
セ
ン
タ
ー
・
美
並
村
他
）

　

◆
花
の
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0

0
0
（
五
月
十
三
日
・
十
四
日
、
花

フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
・
可
児
市
）

　

▽
東
濃
圏
域
＝
テ
ー
マ「
出
会
い　

技
・
人
・
道
」一
三
五
イ
ベ
ン
ト
。

　

◆
東
濃
カ
ブ
キ
ま
つ
り
2
0
0

0
・
食
と
器
の
祭
典
2
0
0
0
（
五

月
二
十
六
日
〜
二
十
八
日
、
東
美
濃

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
中
津
川
市
）

　

▽
飛
騨
圏
域
＝
テ
ー
マ「
自
然
と
の

共
生
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
飛
騨
文

化
の
発
信
」三
〇
三
イ
ベ
ン
ト

　

◆
健
康
産
業
メ
ッ
セ
＆
ヘ
ル
シ
ー
味

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
仮
称
）（
十
月
二
十

七
日
〜
二
十
九
日
、
下
呂
観
光
会

館
）

　

◆
冬
の
飛
騨
民
族
文
化
・
雪
と
氷

の
祭
典
（
二
月
十
一
日
〜
十
四
日
、

高
山
市
・
朝
日
村
・
河
合
村
他
）

�
…
決
戦
関
ヶ
原
大
垣
博
・
会
期

：

3
月　

日（
火
）〜　

月
9
日（
月
）、会
場

：

大
垣
公
園
一
帯（
大
垣
城
な
ど
）

25
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昨
年
の
第
一
四
六
回
臨
時
国
会

に
お
い
て
、
中
小
企
業
関
係
の
法
律

の
多
く
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
政
府
に
お
け
る
中
小
企
業
政
策

の
理
念
の
大
き
な
変
更
や
中
小
企

業
の
範
囲
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
「
中

小
企
業
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
平
成
十
一
年
十
二
月
三

日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
か
ら
会
社
へ
の
組
織

変
更
が
可
能
と
な
る
「
中
小
企
業
団

体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
（
団
体

法
）
の
一
部
改
正
」
が
平
成
十
二
年

十
二
月
二
十
二
日
に
公
布
さ
れ
、
三

カ
月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

  
詳
細
に
つ
い
て
は
、
組
合
活
性
化

情
報
・
冬
季
号
に
掲
載
予
定
。

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

中
小
企
業
基
本
法
及
び

団
体
法
の
一
部
改
正

あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　

◆
昨
年
は
、
本
会
の
事
業
に
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
昨
年
と
同
様
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
紙
に
多
く
の
年
賀
広
告
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
役
職
員
一
同
）

　
〈
十
二
月
中
〉

１
日　

経
済
協
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

岐
阜
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
岐
阜
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
）

２
日　
　

世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
多
治

21

見
市
文
化
会
館
）

３
日　

岐
阜
県
雇
用
安
定
創
出
対
策

協
議
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

４
日　

カ
ジ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
未
来
会
館
）

７
日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

８
日
〜
９
日　

中
央
官
公
需
問
題
懇

談
会
（
全
国
中
央
会
）

９
日　

融
合
化
組
合
・
異
業
種
グ

ル
ー
プ
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
（
三
重
県
）

　

日　

ベ
ン
チ
ャ
ー
出
会
い
の
場

14
（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

15
創
立
総
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
）

　
　

中
央
会
・
理
事
会
（
同
）

　
　

岐
阜
県
知
事
と
役
員
と
の
懇
談

会
（
同
）

　
　

組
織
化
指
導
中
央
懇
談
会
（
全

国
中
央
会
）

　

日　
「
ふ
る
さ
と
岐
阜
」
首
都
圏
文

16
化
・
経
済
交
流
会
（
ラ
ピ
ロ
ス
六

本
木
）

　

日　

官
公
需
適
格
組
合
審
査
諮
問

20
委
員
会
（
中
部
通
商
産
業
局
）

    　

中
小
企
業
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
支

援
調
査
研
究
事
業
第
３
回
委
員
会

（
全
国
中
央
会
）

　

日　

第
２
回
組
合
活
性
化
情
報
編

22
集
委
員
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

2 0 0 0
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安心へ、今日からスタート�

小規模企業共済制度が�
変わります。�
（平成12年4月から実施）�

・共済金等の見直し�
・共済金の新たな支給方法の追加�
　（一時払いと分割払いの併用）�

・新たな契約者貸付制度の創設�
　（新規事業展開等貸付・福祉対応貸付）�
　　　　　　　　　　（平成11年5月から実施）�

・既存の契約者貸付制度の拡充�
　　　　　　　　（平成11年5月以降順次実施）�

お問い合わせはTEL.03-3433-7171

・掛金は金額所得控除�

・共済金は一時払い又は分割払い�

・共済金は退職所得扱い�

　又は公的年金等の雑所得扱い�

・貸付制度�

「小規模企業共済制度」とは小規模企業の個人事業主�
又は会社等の役員の方が廃業・退職された場合、その�
後の生活の安定あるいは事業の再建などのための資金�
をあらかじめ準備しておく共済制度で、いわば「事業主�
の退職金制度」といえるものです。�

（この制度は、小規模企業共済法（昭和40年　法律第102号）に基づいたもので、政府が全額出資している中小企業総合事業団が運営しています。）�

〒105-8453 東京都港区虎ノ門3-5-1  虎ノ門37森ビル�
共済相談室    （03）3433-7171　URL http://www.jsbc.go.jp/

!

改正の内容�

制度の特色�

小規模企業共済�
事 業 主 の 退 職 金 制 度 �

東京（03）3432-1199�
大阪（06）6940-3741

テレホンサービス�

問い合せは　岐阜県中小企業団体中央会　TEL058-277-1101


